


 
 

令和５年度 横浜いずみ学園 事業報告の概要 

 

① 入・退所の状況 

令和 5 年度は入所暫定定員 52 名での運営であった。4，5 月は順調に入所の受け入れ

が進んだが、それ以降入所の打診が男子に偏り、受け入れが伸び悩んだ。令和 6 年度は

定員 50 名での運営となる。9 名の退所先の内訳は家庭復帰 2 名、他施設 4 名、障碍者

グループホーム 1 名、一人暮らし（大学進学）1 名、精神科入院 1 名である。治療経過

の中で、激しい行動化が起こり、当園での生活を維持できなかったケースが含まれる。 

②子どもの状況  

中高生が多く占める構成の中で、職員の対応に不満を持つケースが見受けられた。子

どもからの訴えを管理職も含めたチームで吟味し、見立てや対応を考えた。 

生活の中でイライラし自傷行為や希死念慮にまで至るケースもある。一時保護所の利

用や精神科へのレスパイト入院で立て直しを図り、治療を継続している。 

③職員の状況 

令和 5 年度は採用が順調に進んだ。年度末での退職職員はおらず、充足した職員体

制で令和 6 年度を迎える。メンタルヘルス維持のため、ストレスチェック、残業時間の

把握を通して職員の勤務状況を見極め、必要に応じて管理職による面談を行っている。 

④他機関連携 

通所部門及び診療所に対しては、引き続き社会的養護からのニーズが高い。児童相談

所とは連絡会において事例検討を重ねた。また、新任職員向けに見学会を開催した。県

立こども医療センターとは合同カンファレンス、相互の見学研修を行った。 
⑤ボランティアの受け入れ・活動・交流 
 毎年恒例のライオンズクラブ交流行事はズーラシアでのグループ活動を楽しんだ。年

末はバイクサンタさんの訪問を受け、交流した。敬老の日のお祝いとして、しらゆり園

の利用者さんにフラワーアレンジメントをプレゼントした。 
⑥職員研修 

コロナ禍で中止していた新任現場研修のうち、令和 5 年度は神奈川県立こども医療 

センターでの研修を再開した。指導員 1 名が「びわこ学園医療福祉センター草津」で現

場研修を受けた。 

⑦設備、改修工事等 

記録システムのサーバーの入れ替え、鉄骨屋根の錆劣化補修工事、屋上フェンス塗装工事、

厨房照明LED化工事等を行った。パソコンの入れ替え、追加購入を行った 

⑧決算 

今年度は事業活動資金収支差額の決算は 5500 万円強であった。4000 万円を施設整

備等積立資産として積み立てるため、当期資金収支差額合計は 800 万円弱である。 

⑨その他 

・令和 6 年 7 月から教育棟の大規模修繕工事を控えている。 

 
























